
令和５年度 教員を目指す大学生の野外活動実習 実施計画書 

       令和５年８月 21 日（月）～ 25 日（金） 

     実習生：10人程度      

主担当：古谷田 明良  副担当：金子 敏久 

期日 研修内容 

１日目 

 

 

 

 

 

８月21 日(月) 

 

 

 

 

午前  

午後 

 

 

午後２時から 

・開講式                      

・実習計画の確認 

・本実習の意義 

・施設概況及び施設内案内 

・野外活動専門家による講義及び実習 

筑波大学 野外運動研究室 研究員 高橋逹己先生 

２日目 

 

 

 

 

 

８月22日(火） 

 

 

 

 

 

午前 

 

 

・団体対応オリエンテーション 

・野外炊飯ついて 

・午後からの「ﾛﾝｸﾞｽﾃｲｷｬﾝﾌﾟ」の活動について 

・学生に子どもの班毎に入ってもらいの実習を行う 

午後 

 

 

・室内活動実践                          【提-３ ﾛﾝｸﾞｽﾃｲｷｬﾝﾌﾟ】 

 仲間づくり 201 

 星空観察 or ボッチャ 

３日目 

 

 

 

 

 

８月23 日(水) 

 

 

 

 

 

午前 

 

 

・野外炊飯実践 

 カレー炊飯 第２炊飯場 

午後 

 

 

・創作活動実践 

 

４日目 

 

 

 

 

 

８月24 日(木) 

テント泊 

 

 

 

 

午前 

 

・野外活動実践 ハイキング 

・野外炊飯実践（ピザ作り） 

 

午後 

 

 

・テント設営補助 

・キャンプファイヤーorキャンドルサービス補助 

・班ごとに出しものを考える 

５日目 

 

 

 

 

 

８月25 日(金) 

 

 

 

 

 

午前 

 

 

・テント撤収補助 

・振り返り作文指導補助 

 

午後 

 

 

・野外活動実習のアンケート 

・閉講式 

 

○  他団体等の関係で計画を変更することもある。 

○  原則として宿泊実習。日帰りの時は、８：３０～１７：００までとする。 

○ 控室：２０３号室（８／21～25） 

○ 参加者負担金 実費（食事代及び施設の利用料） 8,236 円 

○ 受講者にはボランティア謝金として（1,000 円／１日）を負担します。 


